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今回の調査では火縄銃の弾丸
（下写真）が出土しています。三
河一向一揆において本證寺での
合戦の記録はありませんが、戦
の準備がされていたのでしょう

か？詳しくは不明
ですが、貴重な発
見となりました。

外堀の外側に溝が！
いったい何のための溝？

江戸時代には、今回の調査で発見した溝を一部埋める形で
道路が造成されていたことがわかりました。寛政年間（１７８９
－１８０１年）に描かれた伽藍絵図にも「寺領村道」と示されてお

が らん

り、三河一向一揆後の本證寺周辺の様子を確認できました。

溝の上に江戸時代の道路

０１
発 見

０３
発 見

今回見つかった溝が「横矢掛」だ
とすれば、年代的には１５６０～８０年
代のもの。小牧長久手の戦い（１５８４
年）後に、徳川方が西三河の城を改
修した時期と重なります。
三河一向一揆後に家康により追

放されていた坊主衆や寺内の住人
達が、本證寺に戻ることを許され
たのが１５８５年です。小牧長久手の

戦い後、西からの豊臣方の脅威に
対して、家康がかつての敵を許し
味方につけ、本證寺を含めた西三
河の城を改修する事で、西三河に
防衛ラインを形成したのでしょう。
本證寺の総構えは非常に実戦的

です。中でも攻防の要の出入口の
防御を固めた様子がこの調査から
浮かび上がります。

家康が西三河の防衛ラインを形成したのでしょう

奈良大学教授

千田嘉博氏
せん だ よしひろ

本證寺
境内

（野寺町）

特集
本證寺は三河一向一揆の中心的な拠点となった寺院で、
国指定史跡です。二重の堀に囲まれ、土塁も構築されて
いました。平成３０年度は外堀の東側で調査を行いました。

畠中和久撮影

０２
発 見

これまで推定復元していた外堀の外側に、新たに戦国
時代の溝（幅５ｍ、深さ約１．３ｍ）を確認しました。外堀の
外側でこのような溝が見つかるとは全くの想定外でした。
溝は西へ向かって折れ曲がっているように見受けられ

ます。この形状と、溝が寺内の出入口付近にあることの
二つの理由から、「横矢掛（よこやがけ／門から侵入しよう
とする敵を側面から矢や鉄砲で攻撃するための、外側に
張り出した構造物）」が設けられた可能性も指摘されます。

火縄銃の弾丸

広報あんじょう 2019.7.1 嘩嘩嘩

城向
しろ むかい

遺跡
（桜井町）

桜井城の城下町は城の周囲のみかと考えられてきましたが、
本調査で、城から離れた場所で戦国時代の区画溝（土地を区
切る溝）と複数の井戸を確認。さらに西へ広がっていたこと
がわかりました。区画溝は屋敷地を区画したとみられ、二重
に巡らされていました。

桜井城の城下町は広かった！

虚区画溝 許二重の区画溝と井戸跡
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発掘調査区

城下町と
みられる範囲

溝や井戸から、数点の珍品が出土し
ました。魚をかたどった陶器の水滴は、
書道に使われる水差しです。香炉等も
出土しました。いずれも庶民の集落で
はなく、武家屋敷等から出土するもの。
これらから、この地は桜井松平家に仕
えた家臣等が住んでいた屋敷地だった
のではと考えることができます。

珍品出土！

虚魚型の水滴（江戸初期）
許香炉（戦国時代） 距鍋類（戦国時代）
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桜井城は、徳川家康が関東
に移る１５９０年まで、安城松平
家から分出した桜井松平家の
居城として存続しました。江
戸時代に描かれた絵図や地籍
図等から、現在の城山公園と
靖霊神社が城跡にあたると考
せい れい

えられます。これまで桜井城
周辺で調査してきた場所は、
絵図に「昔ハ士（さむらい）ヤ
シキ」と記された部分とみられ、
調査ではそれに見合った遺構

や遺物が
見つかり
ました。

文
化
振
興
課
か
ら
の

お
願
い
と
お
知
ら
せ

城向遺跡は、桜井松平家の居城だった桜井城跡の西に広がる集落
跡で、古代集落や戦国時代の大型の溝等が見つかっています。平
成３０年度は名鉄西尾線の高架に近い場所で発掘調査を行いました。
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